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地　　区　　名 区　長　氏　名
下 佐 々 若　林　　　豊
吉 見 田　伏　啓　治
海 南 鋼 管 堤　　　正　人
動 木 大　岡　実　世
緑 ヶ 丘 松　本　晋　也

平 竹　谷　善　男
小 畑 山　下　　　裕
希 望 ヶ 丘 西　山　修　平
柴 目 西　田　　　弘
長 谷 西　浦　充　生
樫 河 池 吉　村　敏　行
吉 野 森　田　敏　明
福 井 古　谷　　　誠
中 田 中　野　　　充
梅 本 南　　　敏　夫
奥 佐 々 浦　谷　　　覚
坂 本 田　尻　昭　人
松 瀬 山　谷　惠　國
釜 滝 長谷川　哲　生
西 野 應地峯　康　仁
東 野 西　山　清　治
国 木 原 神　谷　　　功

地　　区　　名 区　長　氏　名
福 田 岡　本　好　司
神 野 市 場　 １ 大　野　正　和
神 野 市 場　 ２ 松　本　守　信
神 野 市 場　 ３ 中　谷　憲　人
神 野 市 場　 ４ 油　谷　正　之
野 中 尾　上　敏　雄
安 井 芝　崎　安　行
南 畑 井　上　節　夫
箕 六 下垣鳴海　康純
樋 下 尾　花　照　之
永 谷 久　保　幸　好
上 ケ 井 横　山　健　司
三 尾 川 北　峯　範　之
大 角 西　岡　靖　倫
津 川 楠　浴　良　則
明 添 本　田　泰　男
鎌 滝 浦　野　静　範
赤 木 新　家　光　雄
高 畑 坎　　　須美江
桂 瀬 平垣内　重　尚
今 西 中　家　須磨子
松 ケ 峯 横　出　浩　一

地　　区　　名 区　長　氏　名
菅 沢 東　垣　トモエ

田 中　谷　昌　史
谷 前　畑　　　壽
中 前　　　雅　雄

滝 ノ 川 井　谷　洋　子
毛 原 下 西　　　克　博
小 西 山　田　孝　宏
毛 原 中 前　　　邦　彥
毛 原 宮 豊　田　満　夫
毛 原 上 戎　谷　隆　明
長 谷 宮 西　　　敏　明
井 堰 森　本　正　彦
蓑 垣 内 上　段　順　弘
真 国 宮 岡　田　有　史
蓑 津 呂 森　谷　泰　文
花 野 原 重　谷　圭　司
初 生 谷 坂　　　　　直
北 野 岩　本　介　伸
円 明 寺 井中家　康　文
勝 谷 粉　川　醇　一
四 郷 西　浦　　　勝

地　　　区 氏　　名 電 話 番 号
下 佐 々 山 本　 倉 造 489-3325
下 佐 々 山 口　　 純 489-3668
下 佐 々 穗 谷　 喜 美 489-2496
下 佐 々 井 上　　 章 489-3994
下佐々（海南鋼管） 菱 田　 恭 志 489-4776
下佐 （々吉見） 志 場　 和 子 489-2702
動 木（ 平 ） 池上 由喜生 489-4741
動 木 今出 惠美子 489-2213
動 木 東　　 篤 美 489-2020
動木（緑ヶ丘） 小 松　 晴 功 489-5309
小畑（希望ヶ丘） 栗 谷　 佳 秀 489-4718
小 畑 丈 六　 孝 和 489-3098
小 畑 北 山　 宣 生 489-4140
小 畑 中 尾　 育 男 489-3903
柴 目 山本 喜久男 489-2427
長 谷 中 屋　 久 司 489-9955
吉 野 小 田　　 茂 489-3678
吉 野 池 本　 博 文 489-2892

ご存知ですか？あなたの地域の民生委員・児童委員
5月12日 「民生委員・児童委員の日」    5月12日～ 18日 「活動強化週間」

令和２年度　あたらしい区長さん決まる

【問い合わせ】紀美野町民生委員・児童委員協議会（保健福祉課：TEL 489 ‐9960）

町内には厚生労働大臣から委嘱された52人の民生委員・児童委員（うち3人は主任児童委員）がおり、「誰もが『笑
顔』で『安全』に、そして『安心』して生活することができる地域づくり」のために活動しています。

自らも地域住民の一員として、担当地区において、安否確認や見守り、声かけなどを行っています。
また、様々な相談にも応じ、必要な支援が受けられるよう地域の専門機関と連携して活動しています。

～お気軽にご相談ください！～
●経済的な悩みを抱えたとき　　　　　　　　●高齢者の福祉に関すること
●心身に障害のある方の福祉に関すること　　●児童の福祉や子育て支援に関すること
　その他、生活上の悩みや心配ごとなど、お近くの民生委員・児童委員に気軽に声をかけてください。
相談の秘密は必ず守られますのでご安心ください。

　地区のまとめ役として、また町のパイプ役として色々とお世話していただく令和２年度の区長さんが決まりました
のでお知らせします。（敬称略）

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：令和４年11月30日まで　
地　　　区 氏　　名 電 話 番 号

福 井 吉 村　 耕 治 489-3164
梅 本 前陸路 好彦 489-2934
中田・奥佐々 西 浦　 佳 典 489-4039
坂 本 松 尾　 好 純 489-2693
東 野 溝 上　 孝 和 489-2871
西 野 赤 阪　 友 里 489-5039
釜 滝 伊 南　 慈 久 489-2830
松 瀬 藤 垣　 典 昭 489-3446
国 木 原 前 野　 忠 弘 489-4307
福 　 田 恩 地　 弘 子 495-2192
福　田・永　谷 北 谷　　 泱 495-2115
神野市場１・２ 井岡 三惠子 495-2036
神野市場３・４ 東　　 始 見 495-3328
野中・安井・南畑 東垣内 秀迪 495-2400
箕　六・樋　下 丸 山　 豊 人 495-2015
上ケ井・三尾川 西 山　 泰 隆 495-2824
大　角・津　川 仲 岡　 孝 文 495-2988
明　添・鎌　滝 中部屋 清子 495-2865

地　　　区 氏　　名 電 話 番 号
赤木・高畑・桂瀬 東　　 榮 子 495-3274
今西 ･ 松ケ峯 ･ 菅沢 大 西　 順 美 498-0237

田 中谷 のり子 498-0257
谷 東　　 洋 子 498-0214

中　・滝ノ川 古 梅　 恭 好 498-0118
毛原下・小 西 助 野　 利 治 499-0154
毛原中・毛原宮 梅本 由紀子 499-0271
毛原宮・毛原上 西　　　 茂 499-0178
毛原上・長谷宮 上 東　 敏 男 499-0048
井　堰・蓑垣内 西 脇　 康 夫 497-0550
真国宮・蓑津呂 森 谷　 運 佳 497-0218
花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 岩本 惠美子 497-0207
円明寺・勝谷・四郷 藤 井　 秀 夫 497-0245

主任児童委員

町 内 全 域
南　 智 子 489-2963
田 伏 嘉 子 489-4512
神 谷 紀 子 497-0221
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内
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で
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【
課
長
級
】

美
里
支
所
長
兼
ま
ち
づ
く
り
課
長 

　

山
本　

訓
永
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

建
設
課
長 

　

米
田　

和
弘
（
産
業
課
長
）

会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長

　

坂　

昌
美
（
美
里
支
所
長
兼
住
民
室
長
）

産
業
課
長　

　

吉
見　

將
人
（
総
務
課
主
幹
）

消
防
本
部
消
防
長

　

家
本　

宏
（
再
任
用
）

予
防
課
長

　

中
島　

克
浩（
警
防
第
１
課
長
兼
副
署
長
）

庶
務
課
長

　

東
浦　

宏
彰
（
予
防
課
長
）

警
防
第
１
課
長
兼
副
署
長

　

寺
中　

秀
明
（
警
防
課
企
画
員
）

【
主
幹
級
】

こ
う
の
こ
ど
も
園
長

　

小
西　

貴
美
（
神
野
保
育
所
長
）

保
健
福
祉
課
主
幹　

　

調
月　

克
久
（
保
健
福
祉
課
長
補
佐
）

総
務
課
主
幹

　

髙
田　

真
孝
（
住
民
課
長
補
佐
）

【
課
長
補
佐
級
】

保
健
福
祉
課
長
補
佐

　

小
西　

佳
子
（
総
務
課
長
補
佐
）

住
民
室
長
補
佐
・
室
長
心
得

　

長
尾　

英
樹
（
会
計
課
長
補
佐
）

総
務
課
長
補
佐

　

西
田　

善
光
（
水
道
課
長
補
佐
）

建
設
課
長
補
佐
・
美
里
分
室

　

新
家　

直
樹
（
建
設
課
主
任
）

建
設
課
長
補
佐
・
美
里
分
室

　

新
谷
浩
一
郎
（
建
設
課
主
任
美
里
分
室
）

教
育
課
長
補
佐
兼
天
文
台
長

　

山
内　

千
里
（
教
育
課
主
任
）

住
民
課
長
補
佐

　

結
城　

伸
伍
（
住
民
課
主
任
）

警
防
第
２
課
長
補
佐
兼
庶
務
課
長
補
佐

　

中　

誠
吾
（
警
防
第
２
課
長
補
佐
）

警
防
第
３
課
長
補
佐
兼
予
防
課
長
補
佐

　

久
保　

博
規
（
警
防
第
３
課
長
補
佐
）

警
防
第
１
課
長
補
佐
兼
警
防
課
長
補
佐

　

前
部
屋　

裕
康
（
警
防
第
２
課
係
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

警
防
係
長
）

【
退
職
】

家
本　

宏
（
消
防
本
部
消
防
長
）

北
山　

仁
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）

多
田　

治
代
（
長
谷
毛
原
国
吉
診
療
所
長
）

別
所　

未
華
（
産
業
課
係
長
）

松
原　

司
（
水
道
課
主
事
）

横
出　

浩
一
（
消
防
本
部
次
長
庶
務
課

　
　
　
　
　
　

事
務
取
扱
）

柏
原　

孝
啓
（
警
防
第
１
課
長
補
佐
）

西
谷　

博
明
（
警
防
第
１
課
専
門
員
）

今
日
の
日
本
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ

た
戦
没
者
等
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た

し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た

め
、
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
令

和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺

族
お
一
人
に
支
給
し
ま
す
。

１　

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
等
の
子

３　

戦
没
者
等
の
①
父
母　

②
孫

　
　

③
祖
父
母　

④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
等
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま

す
。

４　

右
記
１
～
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年

以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
に
限

り
ま
す
。

○
支
給
内
容　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

○
請
求
期
限　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

○
請
求
窓
口

・
保
健
福
祉
課

　
　
（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・
美
里
支
所　

住
民
室

請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

～
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
等
に

　
　

備
え
て
、
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
～

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
赤
十
字
の
理
念
に

基
づ
い
て
赤
十
字
Ｐ
Ｒ
活
動
や
防
災
活
動
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
赤
十
字
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
地
域
社
会
に
貢

献
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
活
動
内
容

　

①
災
害
時
に
備
え
た
炊
き
出
し
訓
練

　

②
災
害
義
援
金
、
救
援
募
集
活
動
等

■
会
費　

年
間
１
，
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま
へ

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
ま
す

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
１
）

紀
美
野
町
赤
十
字
奉
仕
団
員
の

募
集
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健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

災
害
発
生
時
に
お
け
る
法
律
相

談
業
務
等
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た

３
月
30
日
に
、
当
町
は
和
歌
山
弁
護
士
会

と
「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
法
律
相
談
業
務

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
本

協
定
は
、
紀
美
野
町
で
災
害
が
発
生
し
た

際
、
町
が
法
律
相
談
会
を
開
催
す
る
場
合
に

和
歌
山
弁
護
士
会
か
ら
弁
護
士
を
派
遣
い
た

だ
き
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
の
早
期
解
決
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
、
外
出
を
控
え
、
運
動
不
足
を
感
じ
て
い

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
免

疫
力
ア
ッ
プ
の
た
め
、
身
体
を
動
か
す
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
人
混
み
を
避
け
、
美

し
い
新
緑
を
眺
め
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

・
心
肺
機
能
が
高
ま
る
…
心
拍
数
を
上
げ
て

歩
く
こ
と
で
、
心
臓
や
肺
の
機
能
が
高
ま

り
ま
す
。

・
ス
ト
レ
ス
解
消
…
適
度
な
運
動
は
ス
ト
レ

ス
を
解
消
す
る
の
に
役
立
ち
ま
す
。

・
筋
力
の
低
下
を
防
ぐ
…
正
し
い
姿
勢
で
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
が
け
れ
ば
、
筋
力
維

持
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
脳
の
活
性
化
…
脳
に
酸
素
が
た
く
さ
ん
送

ら
れ
て
、
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

・
免
疫
力
が
高
ま
る
…
血
液
の
循
環
が
よ
く

な
る
と
、
代
謝
も
よ
く
な
り
免
疫
力
も
高

ま
り
ま
す
。

・
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果
…
全
身
の
筋
肉
を
使
う

こ
と
で
、
体
脂
肪
を
燃
焼
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

・
疲
れ
に
く
く
な
る
…
体
力
が
つ
く
た
め
、

疲
れ
に
く
い
身
体
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

・
生
活
習
慣
病
の
予
防
…
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は

血
圧
や
血
糖
値
を
適
正
に
保
ち
、
脂
質
の

代
謝
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

・
骨
が
強
く
な
る
…
歩
い
て
骨
に
適
度
な
刺

激
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ
ル
シ
ウ

ム
が
吸
収
さ
れ
や
す
く
な
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
注
意
点

・
自
分
の
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
ょ
う
。

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
後
に
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
と
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

・
屋
外
を
歩
く
と
き
は
、
事
故
や
け
が
に
注

【
新
規
採
用
】

長
谷
毛
原
・
国
吉
診
療
所
長

　
　
　
　
　
　
　

多
田　

明
良

教
育
課
主
事　
　

阿
藤　

央

産
業
課
主
事　
　

前
田　

歩
美

住
民
課
主
事
補　

晒
尾　

拓
実

消
防
士　
　
　
　

葛
葉　

大
海

消
防
士　
　
　
　

中
田　

琉
玖

意
し
ま
し
ょ
う
。

・
適
度
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※
持
病
を
お
持
ち
の
方
は
、
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
働
き
盛
り
世
代
の
方
に

仕
事
や
家
事
が
忙
し
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
時
間
が
確
保
で
き
な
い
場
合
は
、
日
常
生

活
の
中
で
「
な
が
ら
運
動
」
を
取
り
入
れ
て

み
ま
し
ょ
う
。

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
は

な
く
階
段
を
使
う
。

・
コ
ピ
ー
の
待
ち
時
間
に
か
か
と
上
げ
下
げ

運
動
を
す
る
。

・
買
い
物
の
際
は
駐
車
場
の
一
番
端
（
入
口

か
ら
遠
い
所
）
に
車
を
停
め
る
。

新
規
採
用
職
員
の
紹
介

ま
ち
の
話
題

左は令和元年度　和歌山弁護士会　廣谷行敏会長

新規採用職員　左から
後列　中田　葛葉
前列　晒尾　前田　阿藤

目線は前方

腕は楽に振る

かかとから着地

背筋を伸ばす

つま先（親指）で蹴りだす
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お
知
ら
せ
・
募
集

国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
職
業
な
ど
に

よ
っ
て
３
種
類
に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り
ま
す
。

 

【
第
１
号
被
保
険
者
】
自
営
業
者
、
学
生
、

フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入

手
続
き
は
本
人
が
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

美
里
支
所
住
民
室
で
行
い
ま
す
。

 

【
第
２
号
被
保
険
者
】
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
、
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

加
入
手
続
き
は
勤
務
先
が
行
い
ま
す
。

 

【
第
３
号
被
保
険
者
】
第
２
号
被
保
険
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入

手
続
き
は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を

通
じ
て
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

こ
ん
な
時
に
は
、
国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
！

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度

で
す
。
次
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
自
ら
届
出

を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
届
出
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
20
歳
に
な
っ
た
と
き
…
厚
生
年
金
に
加
入

し
て
い
な
い
方
が
、
20
歳
に
な
っ
た
と
き

◎
会
社
を
退
職
な
ど
、
第
2
号
被
保
険
者
か

ら
外
れ
た
と
き
…
60
歳
に
な
る
前
に
会
社

な
ど
を
退
職
し
た
と
き
な
ど
、
厚
生
年
金

の
被
保
険
者
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

◎
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き
…
配
偶
者
が
退

職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養

配
偶
者
で
は
な
く
な
っ
た
と
き

※
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
勤
め
て
い
る
方
の

被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
と
き
は
、
そ
の
方

の
勤
務
先
へ
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

納
付
書
の
期
限
に
つ
い
て

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
の「
納
付
期
限
」

は
、
原
則
と
し
て
翌
月
末
日
で
す
が
、
納
付

期
限
か
ら
２
年
後
の
「
使
用
期
限
」
ま
で
な

ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
め
れ
ば
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反

映
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
基
礎
年
金
や

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
に
つ
い
て
は
、
納
付

日
等
の
状
況
で
審
査
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
納
付
が
遅
れ
て
い
る
と
受
け
取

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
象
の
方
に
は
、
５
月
下
旬
に
受
診
券
を

直
接
お
送
り
し
ま
す
。（
受
診
券
発
行
の
申

込
み
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

■
健
康
診
査　

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
の

た
め
、
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

◇
対
象
者　

被
保
険
者
全
員

◇
検
査
項
目

 【
み
な
さ
ん
に
実
施
す
る
項
目
】

　

問
診
、
計
測
、
診
察
、
血
液
検
査
、
尿
検

査
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
検
査

 

【
医
師
が
必
要
と
判
断
し
た
方
に
追
加
で
実

施
す
る
項
目
】

　

貧
血
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査

◇
す
で
に
同
様
の
検
査
を
受
け
て
い
る
場
合

や
、
病
院
・
介
護
施
設
に
入
院
・
入
所
し

て
い
る
方
な
ど
定
期
的
に
健
康
管
理
が
行

わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
し
も
受
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
生
活
習
慣
病
の
治
療
な
ど
で
定
期
的
に
医

療
機
関
を
受
診
し
て
い
る
方
は
、
受
け
る

必
要
が
あ
る
か
、
主
治
医
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
歯
科
診
査

◇
対
象
者　

令
和
２
年
３
月
末
で
75
歳
、
80

歳
、
85
歳
の
方
と
90
歳
以
上
の
方

飼
い
猫
の
不
妊
手
術
（
避
妊
）
費
用

補
助
金
交
付
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
・
歯

科
健
康
診
査
の
ご
案
内

紀
美
野
町
で
は
、
所
得
税
非
課
税
世
帯
で

メ
ス
の
飼
い
猫
を
対
象
に
不
妊
手
術（
避
妊
）

費
用
補
助
金
を
次
の
と
お
り
交
付
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

〇
受
付
期
間
：

　

令
和
３
年
３
月
１
日
（
月
）
ま
で

〇
補
助
金
額
：

　

手
術
費
用
の
１
／
２
（
１
０
０
円
未
満
は

切
り
捨
て
）
ま
た
は
、
１
０
，
０
０
０
円

の
い
ず
れ
か
低
い
金
額
を
補
助
。

〇
そ
の
他
：
手
術
後
の
申
請
は
、
補
助
対
象

外
の
た
め
、
必
ず
手
術
前
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

◇
検
査
項
目　

問
診
、
口こ

う

腔く
う

診
断
、
口こ

う

腔く
う

機

　
　
　
　
　
　

能
検
査

■
実
施
期
間　

　

令
和
２
年
６
月
１
日
（
月
）

　
　
　
　
　

～
令
和
３
年
２
月
28
日
（
日
）

■
自
己
負
担　

無
料

■
持
ち
物

　

保
険
証
、
受
診
券
、
受
診
票
・
問
診
票

■
実
施
場
所　

受
診
券
に
同
封
す
る
一
覧
表

に
記
載
さ
れ
た
医
療
機
関

■
問
い
合
わ
せ　

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

℡ 

０
７
３
‐
４
２
８
‐
６
６
８
８

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
３
４
６
４

　

和
歌
山
西
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
４
７
‐
１
６
６
０
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２
０
２
０
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し

ま
す

第
２
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
よ
り
お
知

ら
せ

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は

６
月
１
日
（
月
）
で
す

軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
手

続
き
は
５
月
25
日
（
月
）
ま
で
に

令
和
２
年
度

個
人
町
民
税
・
県
民
税
の
税
額
決
定

通
知
書
の
発
送
の
お
知
ら
せ

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
統

計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要
な
統

計
で
す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

調
査
時
点
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。
製

造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

対
策
の
た
め
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

①
入
院
患
者
様
へ
の
面
会
を
禁
止
し
て
い
ま

す
。
日
用
品
の
受
け
渡
し
等
は 

14
時
か

ら
16
時
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際

に
は
先
ず
事
務
手
続
き
を
行
い
許
可
証
を

お
受
け
取
り
に
な
っ
て
か
ら
病
棟
へ
お
上

が
り
下
さ
い
。
病
棟
詰
所
に
も
必
ず
お
声

が
け
く
だ
さ
い
。

②
病
院
の
出
入
り
口
に
つ
い
て
：
正
面
玄
関

を
除
く
全
て
の
出
入
り
口
は
17
時
15
分
か

ら
翌
日
７
時
45
分
ま
で
施
錠
し
て
い
ま

す
。

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
は
終
日
施
錠
し

て
い
ま
す
の
で
救
急
等
で
来
院
さ
れ
る
方
は

正
面
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
後
の
対
応
は
変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。　

お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
、
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
で
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
納
付
す
る
ほ

か
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
納
税
通
知
書
に
印

字
さ
れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
収
納
用
バ
ー
コ
ー

ド
を
利
用
し
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

か
ら
で
も
納
付
で
き
ま
す
。

ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
を
お
持
ち
の
方
が
使
用
す
る
自
動
車
は
、

名
義
や
障
害
の
程
度
な
ど
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
（
環

境
性
能
割
・
種
別
割
）
の
減
免
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

和
歌
山
県
税
事
務
所　

　
　
　
　

自
動
車
税
・
間
税
課

℡ 

０
７
３
‐
４
４
１
‐
３
４
０
９

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の
方
が

使
用
す
る
車
両
や
、
福
祉
施
設
な
ど
が
送
迎

用
に
使
用
す
る
車
両
な
ど
は
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税

（
原
付
を
含
む
）
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

今
年
度
の
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額
決

定
通
知
書
（
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
分
）
を

５
月
15
日
（
金
）
に
お
勤
め
先
に
発
送
し
ま

す
。
給
与
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
特
別
徴
収

は
、
６
月
の
給
与
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
納
付
書
及
び
口
座
振
替
に
よ
る
令

和
２
年
度
個
人
町
民
税
・
県
民
税
税
額
決
定

通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
は
６
月
15
日
（
月
）

に
発
送
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

令
和
元
年
7
月
に
実
施
し
ま
し
た
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
調
査
結
果
を
踏

ま
え
す
べ
て
の
子
ど
も
の
良
質
な
育
成
環
境

を
保
障
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
を
社
会

全
体
で
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
こ
の
度

「
第
2
期
き
み
の
こ
ど
も
プ
ラ
ン
（
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
）」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

ま
た
調
査
の
あ
た
り
、
自
由
記
載
欄
に
ご

記
入
頂
き
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、
す
み
や
か
に
担
当
部
署
に
伝
え
ま

し
た
。
町
で
は
即
時
対
応
で
き
る
事
、
計
画

的
に
対
応
で
き
る
事
な
ど
予
算
や
他
制
度
と

の
調
整
、
他
機
関
と
の
調
整
な
ど
を
行
い
な

が
ら
必
要
に
応
じ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

で
き
ま
す
。
申
請
が
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方

は
、
５
月
25
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
自
動
車
税
に
お
い
て
減
免
を

受
け
ら
れ
た
方
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

　

美
里
支
所
住
民
室

　

℡ 

０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
０
２
１

工業統計キャラクター
コウちゃん

■
問
い
合
わ
せ　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
１
７
８
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国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
が
改
定

さ
れ
ま
す

令
和
２
年
度　

所
得
課
税
証
明
書
の
発
行
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画
及
び
障
害
者
基

本
計
画
等
の
策
定
委
員
の
募
集
に
つ

い
て

所
得
課
税
証
明
書
の
交
付
時
期
は
、
そ
の

年
度
の
町
県
民
税
の
賦
課
決
定
日
以
降
で

す
。
今
年
度
は
次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

町
県
民
税
の
納
付
が

◎
給
与
か
ら
の
天
引
き
の
み
で
納
め
る
方

　
５
月
15
日
（
金
）
以
降

◎
町
が
送
付
す
る
納
税
通
知
書
で
納
め
る
方

及
び
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方

６
月
15
日
（
月
）
以
降

※
令
和
２
年
１
月
１
日
に
紀
美
野
町
に
住
所

が
あ
る
方
（
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ

る
市
町
村
で
発
行
さ
れ
ま
す
。）

※
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、
証

明
書
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
先
に
町
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。　

※
本
人
以
外
の
方
が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

委
任
状
が
必
要
で
す
。　

※
税
金
に
関
す
る
各
証
明
の
申
請
に
あ
た
り

個
人
情
報
保
護
を
図
る
た
め「
本
人
確
認
」

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
人
確

認
が
で
き
る
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５

令
和
２
年
度
の
紀
美
野
町
国
民
健
康
保
険

税
率
が
決
定
し
ま
し
た
。

保
険
税
は
、
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る
所
得

割
額
と
固
定
資
産
に
応
じ
て
決
ま
る
資
産
割

額
と
等
し
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
均
等
割

額
、
世
帯
割
額
の
４
つ
の
合
計
を
も
っ
て
賦

課
さ
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
所
得
割
額
と
資
産

割
額
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す
。
均
等
割
額
と

紀
美
野
町
で
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
３
年

間
の
介
護
保
険
事
業
の
基
盤
と
な
る
「
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
見
直
す
た
め
の
策
定
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
「
障
害
者
基
本
計
画
等
」
の
見
直
し

も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

委
員
会
は
、
主
に
学
識
経
験
者
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
関
係
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
全

５
回
の
開
催
予
定
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
方
々
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
考
え
、
次
の
要
領
で
事
業
計
画
策
定
委

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

で
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
心
の
あ
る
方

◆
募
集
人
数　

２
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

介
護
等
に
関
す
る
作
文
を
提
出
し
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

◆
応
募
方
法　

５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
、

電
話
で
左
記
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

年　度
所得
割率

資産
割率

均等割額 世帯割額
賦課

限度額

令和
2年度

医療分 7.3％ 30.0％ 23,000円 20,000円 63万円

後期支
援金分

2.6％ 6.0％ 7,000円 5,500円 19万円

介護分 2.3％ 6.0％ 7,600円 5,500円 17万円

【 参 考 】
令和

元年度

医療分 6.8％ 35.0％ 23,000円 20,000円 61万円

後期支
援金分

2.3％ 7.0％ 7,000円 5,500円 19万円

介護分 2.0％ 7.0％ 7,600円 5,500円 16万円

世
帯
割
額
は
据
置
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
均
等
割
額
と
世
帯
割
額
の
５
割
・

２
割
軽
減
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
、
医
療
分
と

介
護
納
付
金
分
の
賦
課
限
度
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

今
年
度
の
保
険
税
額
の
通
知
は
、
７
月
中

旬
に
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

国
民
健
康
保
険
税
係

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
５
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★
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
の
ご
案
内

　
　

親
子
、
友
達
と
の
遊
び
場
と
し
て
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

月
曜
日
～
金
曜
日（
土
・
日
・
祝
は
休
み
）

　
（
９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時
）

■
５
月
11
日
（
月
）

・『
野
い
ち
ご
の
会
』
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ　

10
時
30
分
～　
　

■
５
月
19
日
（
火
）

・
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
遊
ぼ
う　

14
時
30
分
～

★
遊
び
の
教
室
の
ご
案
内

■
コ
ア
ラ
教
室
【
５
月
８
日
（
金
）】

　
（
生
後
１
年
６
か
月
～
入
園
・
入
所
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

■
カ
ン
ガ
ル
ー
教
室
【
５
月
27
日
（
水
）】

　
（
生
後
５
か
月
～
１
年
６
か
月
ま
で
）

・
時
間　

９
時
30
分
～
11
時

・
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

★
育
児
相
談
の
お
知
ら
せ

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
育
児
相

談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
き
み

の
こ
ど
も
園
、
こ
う
の
こ
ど
も
園
で
も
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
保
育
士
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
、
子
育
て

に
関
す
る
悩
み
事
等
、
個
別
に
面
談
・
電

話
・
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。
気
軽
に
お

越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
に
て
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た

め
各
事
業
の
実
施
が
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
各
教
室
に
参
加
希
望
さ
れ

る
方
は
、
事
前
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
７
０
０

　
　

保
健
福
祉
課 

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
保
護
者
、
介
護
者

な
ど
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
提
供
や
権
利
擁
護
の
た
め
の
援
助
な
ど

を
行
い
ま
す
。
巡
回
相
談
は
、
原
則
予
約
制

と
な
り
ま
す
の
で
、
巡
回
相
談
予
約
先
へ
直

接
ご
連
絡
い
た
だ
く
か
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
連
絡
先
〕

■
平
日
（
８
時
30
分
～
17
時
15
分
） 

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

休
日
・
夜
間
（
17
時
15
分
以
降
）　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
４
３
０

〔
場　

所
〕
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
メ
ー
ル
〕houkatu@

tow
n.kim

ino.lg.jp
■
場　

所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
日　

時　

毎
週
水
曜
日　

９
～
11
時

　

13
日
・
20
日
・
27
日

■
対
象
者　

紀
美
野
町
在
住
の
方

■
内　

容　

健
康
に
関
す
る
こ
と
す
べ
て

　
（
子
育
て
の
相
談
、
離
乳
食
の
相
談
、
健

診
結
果
の
相
談
等
）

保
健
師
・
栄
養
士
が
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢

者
ま
で
、
健
康
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
の
り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
授

乳
の
相
談
も
可
能
で
す
。
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
骨
密
度
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★
母
子
健
康
手
帳
・
健
康
手
帳
・
健
康
フ
ァ

イ
ル
を
お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

★
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

希
望
の
方
は
で
き
る
だ
け
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

令
和
２
年
度
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
も

ご
覧
く
だ
さ
い
。

健
康
相
談
の
お
知
ら
せ（
５
月
の
日
程
）

障
害
者
巡
回
相
談
の
お
知
ら
せ

保
健
福
祉・
介
護
な
ど
の
総
合
相
談
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課
内
）

な
お
、
巡
回
相
談
日
以
外
で
も
電
話
相
談

は
随
時
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、相
談
窓
口（
巡

回
相
談
予
約
先
）
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時
30
分

■
場
所　

紀
美
野
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
巡
回
相
談
予
約
先
・
相
談
窓
口

　

国
保
野
上
厚
生
総
合
病
院
指
定

　
　

相
談
支
援
事
業
所

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
２
９
０
８

　

療
育
セ
ン
タ
ー
Ａ
Ｏ
Ｉ

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
３
‐
０
４
５
４

　
海
草
圏
域
障
害
児
者
相
談
支
援
事
業
所
ら
ん

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
８
‐
６
３
１
４

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

例
え
ば
、次
の
よ
う
な
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

【
そ
れ
、
五
月
病
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！
】

新
年
度
か
ら
約
１
か
月
が
経
過
し
、
緊
張

や
疲
れ
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
こ
の
時
期
。
５

月
の
連
休
後
に
緊
張
の
糸
が
切
れ
、
憂
鬱
に

な
る
、
な
ん
と
な
く
体
調
が
悪
い
、
会
社
・

学
校
に
行
き
た
く
な
い
等
の
軽
い
う
つ
的
な

気
分
に
見
舞
わ
れ
る
症
状
の
こ
と
を
、
五
月

病
と
い
い
ま
す
。五
月
病
は
放
っ
て
お
く
と
、

う
つ
病
へ
進
行
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る

そ
う
で
す
。

五
月
病
は
誰
も
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
お
電
話
に
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
健
・
福
祉
だ
よ
り
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【介護用品支給事業】
　以下の要件のいずれかを満たす方を介護している家族等に対し、紙オムツなどの介護用品を支給し
ます。
―要件―
①介護保険法に規定する要介護認定で要介護３から５に相当する方、もしくは認知症等により常時失

禁状態であることが介護認定調査等において確認できる方で、本人の属する世帯が町県民税非課税
世帯であること。

②介護保険法に規定する要介護認定で要介護１から５に相当する方（要介護認定を受けていない場合
は町の基準で決定）で、過去１年間介護保険のサービス（年間１週間程度のショートステイの利用
を除く。）を受けておらず、かつ、おむつの必要性が実態把握調査等により確認できるもの

―給付額―
　月額6,000円（介護用品給付券を支給します）

【家族介護慰労金支給事業】
　以下の要件をすべて満たす方を介護している家族に対し、慰労金を支給します。
―要件―
　介護保険法に規定する要介護認定で要介護４又は５に相当する方（要介護認定を受けていない場合
は町の基準で決定）で、申請日より過去１年間、介護保険のサービス（年間１週間程度のショートス
テイの利用を除く。）を受けていない方
―給付額―
　年額100,000円

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐４８９ ‐９９６０

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（ 健 康 診 断 書 発 行 ）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談

ください。
5月11日（月）
5月25日（月）
　　９時30分～ 10時30分（受付）

性 感 染 症 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 等

（HIV、梅毒、クラミジア、B・C 型肝炎等）

希望により、梅毒およびクラミジア検査も実施できます。
検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所ま
で受け取りにお越しください。）

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、
精神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

5月13日（水）　13：00 ～
5月27日（水）　 9：00 ～

骨髄バンクドナー登録 骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを
行います。（予約制）

5月11日（月）
5月25日（月）
　 10時30分～ 11時30分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

　町内に住所を有するおおむね65歳以上の高齢者を在宅で介護している家族等に対し、紙オムツなどの介護
用品や慰労金を支給します。（町外在住者、入院、施設入所、グループホーム入居者は対象外です。）

高齢者在宅介護支援事業について
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開催期間：2021年５月14日（金）～
　　　　　　　　　５月30日（日）の17日間

ボランティアで参加しよう！
世界中から来県される選手・役員の方々を温かくお迎えしていただけるボラ

ンティアを募集しています。詳細は、県教育庁スポーツ課WEBサイトをご覧
ください。
■問い合わせ先：県スポーツ課プロジェクト推進室　☎ ０７３ ‐ ４４１ ‐ ３６９９
■県ＷＥＢサイト：https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500400/
　　　　　　　　　WMG2021/volunteer.html

令和３（２０２１）年５月、世界最大級の生涯スポーツの国際総合競技大会で
ある「ワールドマスターズゲームズ」が関西で開催されます。開催地と競技種目は、
大会公式WEBサイトでご覧ください。和歌山県では、年齢や障害のあるなしに関
わらず生涯を通じて誰もがスポーツに親しみ・楽しめる環境づくりを進めており、
陸上、ダンススポーツ、セーリング、射撃、バレーボールなどの５競技７種目を
開催します。

この機会にぜひ参加して世界中の一般アスリートと一緒に楽しみましょう。

■参加基準　おおむね30歳以上であれば年齢に上限はなく、誰でも参加可能。
　　　　　　予選もありません。競技種目は年代別に実施されメダルを授与。
■申し込み　大会公式WEBサイトから（競技種目内の種別ごとに先着順）
■受付期間　令和３年２月28日まで
■参 加 費　１５, ０００円（開会式・閉会式への式典参加権、大会参加キット付）
■公式競技
　陸上競技（ハーフマラソン）：上富田町
　陸上競技（駅伝）：田辺市
　ダンススポーツ：和歌山市
　セーリング（セーリング／ウインドサーフィン）：和歌山市
　射撃（ライフル）：海南市
　バレーボール（インドア）：和歌山市
■オープン競技
　ビーチラグビー：白浜町
　スポーツウエルネス吹矢：和歌山市
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４
月
16
日
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
中
央
公
民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー
の
利
用
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
事
に
伴
い
、
５
月
の
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
を
中
止
い

た
し
ま
す
。

再
開
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ら
、
各
小
学
校
を
通
じ

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
表
彰
】　

　
　

谷
口　

拓
夢
（
こ
う
の
こ
ど
も
園
）

【
２
０
０
冊
表
彰
】　

　
　

谷
坂　

し
え
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
９
０
０
冊
表
彰
】　

　
　

豊
島　

琉
可
（
野
上
小
４
年
生
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
高
野
山
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
音
也　

著

「
わ
た
し
は
誰
も
看
た
く
な
い
」　　
　

小
原
周
子　

著

「
背
高
泡
立
草
」　　
　
　
　
　
　
　
　

古
川
真
人　

著

「
夫
の
ト
リ
セ
ツ
」　　
　
　
　
　
　

黒
川
伊
保
子　

著

「
さ
く
ら
が
さ
く
と
」　　
　
　

と
う
ご
う
な
り
さ　

作

「
す
べ
り
だ
い
」　　
　
　
　
　
　

新
井
洋
行　

作
・
絵

「
宮
本
武
蔵
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
野
和
好　

絵

「
お
ば
け
の
ア
ッ
チ
お
も
っ
ち
で
お
め
で
と
う
」

角
野
栄
子　

作

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
祝
祭
と
予
感
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸　

著

「
黒
武
御
神
火
御
殿
」　　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き　

著

「
Ｉ
の
悲
劇
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　

米
澤
穂
信　

著

「
部
屋
も
頭
も
ス
ッ
キ
リ
す
る
！
片
づ
け
脳
」

加
藤
俊
徳　

著

「
お
お
に
し
せ
ん
せ
い
」　　
　
　
　

長
谷
川
義
史　

作

「
か
べ
の
す
き
ま
」　　
　
　
　
　
　
　

澤
野
秋
文　

絵

「
や
ぎ
の
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
」　

ド
ン
・
フ
リ
ー
マ
ン　

作

　

各
公
民
館
と
文
化
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
は
、
本
の
貸

出
・
返
却
の
利
用
を
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
室
だ
よ
り

各
図
書
室
の
利
用
に
つ
い
て

手
を
つ
な
ぎ
駄
菓
子
屋
め
ざ
す
子
ら
の
春　
　
　

上
中　
　

史
子

春し
ゅ
ん
し
ゅ
う
愁
や
弾
け
ぬ
ピ
ア
ノ
の
蓋
を
開
け　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

浪
人
の
肩
を
叩
け
ば
山
笑
ふ　
　
　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

足
跡
の
ま
だ
新
し
き
初
桜　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

校
庭
の
囀さ

え
ずり
臨
時
休
校
中　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

煩
悩
を
砕
く
梵

ぼ
ん
し
ょ
う鐘
花
ぐ
も
り　
　
　
　
　
　
　
　

中
島　
　

紀
生

今
日
も
又
留る

守す

居い

を
し
て
い
る
猫
ナ
ツ
よ

　
　

気
に
か
か
り
つ
つ
一い

ち

日に
ち

は
過
ぐ　
　
　
　
　

奥　
　

ふ
み
代

さ
や
か
な
る
月
は
広
び
ろ
照
ら
せ
ど
も

　
　

被
災
地
の
人
如い

何か

に
在お

わ

す
や　
　
　
　
　
　

西
佐
古　

祐
子

空
の
碧あ

お

山
の
緑
の
清
清
し

　
　

こ
の
雄
大
さ
神
な
り
山
は　
　
　
　
　
　
　

滝
垣
内
嘉
代
子

立
ち
あ
が
り
つ
た
い
歩
き
の
は
じ
ま
り
し

　
　

曽
孫
の
姿　

何
と
愛
し
き　
　
　
　
　
　
　

横
出　
　

圭
子

妹
の
遺
作
と
な
り
し
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

　
　

纏ま
と

え
ば
ほ
っ
こ
り
ぬ
く
き
香か

の
す
る　
　
　

中
浴　
　

昭
江

歌　
の　
小　
道

例年５月の町民一斉清掃に合わせ実
施している花いっぱい運動は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止のため、多
数の方が集まることでの感染の危険性
を考慮し、各地区への配布を秋に延期
いたします。

その際はご協力をお願いいたします。

「水墨画サークル」の皆さんの展示

は４月下旬までとなっていましたが、

新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、図書室を除き中央公民館が利用禁

止となったことで７月下旬まで延長し

ます。力作ばかりですので、利用が可

能になった際には、ぜひご覧にお越し

ください。

花いっぱい運動
延期のお知らせ

ふれあいサロン展示
（中央公民館２階）

春
の
気
分
の
中
で
駆
け
て
ゆ
く
兄
弟
か
姉
妹
の
姿
。

姉
と
弟
か
も
知
れ
な
い
。
駄
菓
子
屋
に
は
子
ど
も
達

の
夢
が
一
杯
。「
手
を
つ
な
ぎ
」
が
微
笑
ま
し
い
。
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
六
十
一

も
し
江
戸
時
代
に
天
気
予
報
が
あ
っ
た

ら
、
明
和
８
年
（
１
７
７
１
）
５
月
17
日
の

真
国
地
方
の
天
気
は
、「
晴
れ
時
々
お
札
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。そ
う
で
す
。

空
か
ら
「
お
札
」
が
降
っ
て
き
た
の
で
す
。

真
国
の
あ
る
お
宅
に
残
さ
れ
て
い
る
文
書

に
よ
る
と
、
こ
の
日
の
明
け
方
、
真
国
の
お

宮
さ
ん
の
境
内
に
、
空
か
ら
お
伊
勢
さ
ん
の

お
札
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
家
の

神
棚
に
あ
る
あ
れ
で
す
。
詳
し
く
は
内
宮
天

照
皇
大
神
宮
の
お
札
が
２
枚
、
外
宮
渡わ

た
ら
い
ぐ
ん

会
郡

大
神
宮
の
お
札
が
３
枚
の
合
計
５
枚
が
降
っ

て
き
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
お
札

の
ス
ケ
ッ
チ
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の

ふ
し
ぎ
な
現
象

は
、「
降お

ふ
だ
ふ
り札

」
と

呼
ば
れ
、
宝
永
年

間
（
１
７
０
０
年

ご
ろ
）
か
ら
あ
ち

こ
ち
で
起
こ
っ
た

記
録
が
あ
り
ま

す
。そ

し
て
こ
の
真
国
の
事
件
の
あ
っ
た
明
和

８
年
に
は
、
全
国
で
も
大
が
か
り
な
降
札
が

あ
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
人
々
は
こ
の
ふ
し

ぎ
な
出
来
事
に
興
奮
し
て
踊
り
狂
い
、
さ
ら

に
は
「
お
か
げ
参
り
」
と
い
っ
て
着
の
み
着

の
ま
ま
で
お
伊
勢
参
り
に
出
か
け
る
も
の
が

続
出
し
、
こ
の
年
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

間
に
約
２
０
０
万
人
が
お
伊
勢
さ
ん
に
押
し

寄
せ
た
そ
う
で
す
。

な
に
し
ろ
熱
に
浮
か
さ
れ
た
よ
う
に
お
金

も
持
た
な
い
人
々
が
、
宿
泊
や
食
事
の
準
備

も
せ
ず
に
一
日
に
数
万
人
も
歩
い
て
旅
を
す

る
わ
け
で
す
。
当
然
宿
を
た
の
ん
で
食
べ
物

を
せ
が
む
場
面
も
出
て
き
ま
す
。
道
中
の

村
々
は
治
安
を
守
る
た
め
、
富
裕
な
商
人
ら

が
中
心
と
な
っ
て
、
食
べ
も
の
や
宿
の
面
倒

を
見
ま
し
た
。

た
だ
江
戸
時
代
で
も
、伊
勢
参
り
だ
け
は
、

主
人
や
雇
い
主
に
無
断
で
出
か
け
て
も
許
さ

れ
た
の
で
、「
抜
け
参
り
」
と
も
呼
ば
れ
て
、

奉
公
人
や
百
姓
に
と
っ
て
の
数
少
な
い
息
抜

き
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
よ
う
な
大
が
か
り
な
お
か
げ
参
り
は
、
ほ

ぼ
60
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
た
と
い
わ
れ
ま

す
。ま

た
、
慶
応
年
間
に
は
、
お
札
が
降
っ
た

家
に
群
衆
が
押
し
か
け
、口
々
に「
え
え
じ
ゃ

な
い
か
、
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
歌
い
な
が

ら
座
敷
に
上
が
り
こ
ん
で
、
酒
食
の
も
て
な

し
を
要
求
す
る
と
い
う
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か

踊
り
」
が
流
行
し
ま
し
た
。

も
て
な
し
を
渋
っ
た
家
は
打
ち
壊
し
に
あ

う
の
で
、
も
う
大
変
な
騒
ぎ
で
し
た
。
下
津

町
に
は
背
中
に
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
大

き
く
染
め
抜
い
た
踊
り
用
の
「
は
ん
て
ん
」

が
残
っ
て
い
ま
す
。

森
下
誠　

著
「
美
里
む
か
し
が
た
り
」
か
ら

（
来
月
号
に
つ
づ
く
）

私たち紀美野町吹奏楽団は、毎週水曜日・
金曜日の午後7時から中央公民館大ホール
で練習しています。団員は大人になってか
ら始めた方から、学生時代から続けている
方まで、レベルはまちまちですが楽しく練
習しています。毎年、夏祭り・文化祭・出
初式・ふれあい公園でのミニコンサート等
で演奏しています。

興味のある方、「ブランクが長いけれど、
また始めてみようかな？」って方はぜひ一
度見学にお越しください。

新型コロナウィルスの感染者が和歌山県で確認され
た2月下旬以降、その感染拡大防止のため、イベントの
中止や公民館、体育館などの利用禁止、制限を実施し
ておりましたが、事態は好転せず、4月7日には７都府
県への緊急事態宣言が発令されるまでに至り、現在は
全国が対象となりました。当町においては、施設利用
について4月15日まで一部の施設を除き、利用禁止とし
ておりましたが、引き続き16日以降も当面の間、全面
利用禁止とさせていただいております。※各公民館と
文化センターの図書室は利用可。

この間、各施設をご利用される皆さまには大変ご迷
惑をおかけしていることをお詫び申し上げます。

文化芸術活動、スポーツ活動などの妨げとなる措置
ではございますが、新型コロナウイルスによる感染拡
大防止のための措置であることをご理解いただきます
ようお願い申し上げます。

新型コロナウィルスの感染拡大が一日も早く終息し、
皆さまの活動が再開できる事を願いたいと思います。

ふれあいネット編集

─ わが町サークル ─
「紀美野町吹奏楽団」 社会教育施設・社会体育施設を

ご利用の皆さまへ

晴
れ
時
々
お
札ふ

だ

降札の記録
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３月初旬から新型コロナウイルス感染予防のため臨
時休校が続きました。そして、学校再開に向けて、ま
ず４月６日と７日には短時間ではありましたが、１か
月ぶりの部活動を再開しました。生徒達の活動してい
る姿が学校らしさを取り戻してくれます。そして、８
日はいよいよ新学期の始まりです。午前中は新しく来
られた先生方の着任式と始業式があり、午後は新入生
を迎えての入学式でした。しかしながら、入学式は、
新入生、保護者、職員のみの縮小した形式で挙行しま
した。在校生を代表して生徒会執行部４人が、登校時
の新入生へのお手伝いと入学式に出席してくれまし
た。式では、少し大きめの制服に身をまとい緊張した
面持ちで新入生が入場。担任からの呼名では、体育館
に返事が響きます。また、生徒会長の北畠くんが歓迎
の言葉を述べました。本校の生徒代表としての堂々と
した態度でした。そして、新入生代表として柳瀬さん
が誓いの言葉を述べました。緊張しながらもしっかり
とした口調で述べ、簡略ながら厳かに入学式を終える
ことができました。

これで１年生が加わり、全校生徒90人となります。
この日から新たなスタートが始まりました。

私たち、きみの児童合唱団は、去年11月に県立紀
三井寺陸上競技場で行われた「ねんりんピック紀の
国わかやま２０１９」の総合開会式に、坂本冬美さ
ん、天翔りいらさん、県内の児童合唱団の皆さんと
一緒のステージに立ちました。その記念として、き
いちゃんのぬいぐるみと冊子をいただきました。と
ても貴重な体験をすることができ、私たちも大きく
成長できたと思います。このような経験を私たちと
一緒にしましょう。

今年の定期演奏会は中止しましたが、来年に向け
頑張ります。レッスンの様子など見に来てください。

毎週土曜日の10時から中央公民館で練習していま
す。未就学児（年長）の方も大歓迎です！
■問い合わせ　中央公民館

順位 西暦 参加人数
1位 1995 11,212
2位 1996 10,095
3位 2018 7,509
4位 1997 7,353
5位 2003 6,816
6位 2017 5,367
7位 2019 5,259
8位 1998 5,219
9位 1999 5,199
10位 2001 4,980

昨年度活動実績の集計が完了しましたので、紙面
にてご報告させていただきます。

昨年度は、５月の10連休、夏の悪天候続き、年
度末からの新型コロナウイルスの広まりなど、様々
な出来事がありました。夜の星空ツアーの参加人数
について先に挙げた時期を見ていくと、５月は珍
しい10連休という事もあり過去10年で一番多く１,
０００人近くの方に参加していただくことができま
した。７月は雨天が続き前年度の３分の１まで落ち
込み、星空観光がいかに天候に左右されるかという
事を明確に表した結果になりました。３月は新型コ
ロナウイルスの影響で天文台イベントも開催できず、
最終集計は５, ２５９人でした。

これは歴代３位に上り詰めた前年度から約２,
３００人の減少になります。それでも歴代７位と、
ここ数年は安定して大勢の方に参加していただけて
います。

これも皆さまのご理解・ご協力あってのものです。
紙面を借りてではございますが、厚く御礼申し上げ
ます。

天文台だより
『令和元年度実績』

　研究員　硲間拓郎

学校だより
『厳かに入学式を迎えて』

紀美野町立野上中学校
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火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

「
そ
の
火
事
を　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

令
和
元
年
7
月
、
京
都
市
伏
見
区
に
お
い

て
、
死
者
36
人
、
負
傷
者
34
人
の
極
め
て
重

大
な
人
的
被
害
を
伴
う
爆
発
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
様
の
事
案
の
発
生
を

抑
止
す
る
た
め
、令
和
2
年
２
月
1
日
よ
り
、

ガ
ソ
リ
ン
を
容
器
に
詰
め
替
え
て
販
売
す
る

と
き
は
、
顧
客
の
本
人
確
認
、
使
用
目
的
の

確
認
お
よ
び
販
売
記
録
の
作
成
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
す
る
法
改
正
が
あ
り

ま
し
た
。

●
ガ
ソ
リ
ン
を
販
売
さ
れ
る
事
業
所
の
皆
さ

ま
へ

　
　

顧
客
に
対
し
て
本
人
確
認
や
使
用
目
的

の
確
認
を
行
っ
た
際
、
本
人
確
認
書
類
の

提
示
を
拒
否
さ
れ
、
本
人
確
認
が
行
え
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
販
売
を
行
っ
た
場
合

は
、
消
防
法
令
に
係
る
技
術
上
の
基
準
違

反
に
な
り
ま
す
。

●
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
さ
れ
る
皆
さ

ま
へ

　
　

従
業
員
よ
り
、
①
本
人
確
認
※
１
※
２

②
使
用
目
的
の
確
認
を
求
め
ら
れ
ま
す
。

3月の消防の動き
●火災発生件数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 23（１） 0 23（１）

一 般 負 傷 11 0 11

交 通 事 故 2 0 2

そ の 他 3 0 3

合 計 39（１） 0 39（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
販
売
・
購
入

す
る
こ
と
に
つ
い
て

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
と

は
、
心
臓
が
け
い
れ
ん
し
血
液
を
流
す
ポ
ン

プ
機
能
を
失
っ
た
状
態
に
な
っ
た
心
臓
に

対
し
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常

な
リ
ズ
ム
に
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

２
０
０
４
年
７
月
よ
り
医
療
従
事
者
で
は
な

い
一
般
住
民
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
病
院
や
診
療
所
、
救
急
車
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
空
港
、
駅
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
公
共
施
設
な
ど
、
人
が
多
く
集
ま
る

と
こ
ろ
を
中
心
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
紀

美
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
町
所
管
施
設
の

設
置
場
所
一
覧
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
操
作
方
法
を
音
声
で
ガ
イ
ド

し
て
く
れ
る
為
、
簡
単
に
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
消
防
署
で
は
救
命
講
習
を
開

催
し
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い

説
明
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。 救

急
コ
ー
ナ
ー　
『
Ａ
Ｅ
Ｄ
』

※
１運

転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
公
的
機
関
が
発
行
す
る
写

真
付
き
の
証
明
書
（
偽
造
が
困
難
な
Ｉ
Ｃ

チ
ッ
プ
に
記
録
さ
れ
た
券
面
情
報
を
読
み
取

る
こ
と
に
よ
り
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
も
可

能
）

※
２左

記
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
本

人
確
認
を
省
略
で
き
ま
す
。

・
既
に
※
１
に
よ
り
本
人
確
認
が
行
わ
れ
て

い
る
場
合

・
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
会
員
証
等
で
本
人

確
認
が
で
き
る
場
合

・
継
続
的
な
取
引
が
あ
り
、
氏
名
や
住
所
を

把
握
し
て
い
る
場
合

・
購
入
者
が
属
す
る
企
業
と
継
続
的
な
取
引

が
あ
り
、
企
業
が
発
行
す
る
写
真
付
の
社

員
証
が
あ
る
場
合

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
容
器
は
、
消
防
法
令

に
よ
り
、
一
定
の
強
度
を
有
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
危
険
物
保
安
技
術

協
会
等
の
性
能
試
験
確
認
を
受
け
た
金
属
製

容
器
を
推
奨
し
ま
す
。
特
に
、
灯
油
用
ポ
リ

容
器
（
容
量
20
Ｌ
）
に
ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る

こ
と
は
非
常
に
危
険
な
た
め
、
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
は
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
40
度
で
も

気
化
し
、
小
さ
な
火
源
で
も
爆
発
的
に
燃
焼

す
る
物
質
で
す
。

ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
、
空
気
よ
り

重
い
た
め
、
穴
や
く
ぼ
み
な
ど
に
溜
ま
り
や

す
く
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
思
わ
ぬ
火
源

（
ラ
イ
タ
ー
等
の
裸
火
、
静
電
気
、
衝
撃
の

火
花
等
）
に
よ
っ
て
引
火
す
る
危
険
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
取
扱
い
に
は
十
分
な
注
意
が

必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を

受
け
、
町
内
で
の
ま
ん
延
防
止
や
安
全
確
保

の
観
点
か
ら
救
命
講
習
の
開
催
を
し
ば
ら
く

の
間
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

救
命
講
習
へ
の
参
加
を
予
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ガ
ソ
リ
ン
の
危
険
性

普
通
救
命
講
習
・
再
講
習
に
つ
い
て

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
る
容
器
に
つ
い
て

｢ＫＨＫ｣ や
｢ＵＮ｣ のマークが
あるガソリン携行
缶を推奨



5月

３月の人口の動き（令和２年３月１日～ 31日）　転入30人　転出37人　出生0人　死亡15人

総人口　8,640人（−22）［男 4,007人（−3）女 4,633人（−19）］
世帯数　4,202世帯　　紀美野町面積　128.34㎢

2020.515

紀美野町の人口
【令和２年３月末現在】

（　）内は前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

８日（金）・19 日（火）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471
総務課 489 − 5912

14 日（木） 13 時～ 行政相談【13 時～ 15 時】 本庁２Ｃ会議室 総務課 489 − 5912
美里支所 住民室 495 − 3471

その他 行事のお知らせ

この事業は、森林が持つ多面的機能の発揮を促すため、間伐作業で通る作業道等の改修及び紀州材、紀美
野町産木材品を購入する方に対し、予算の範囲内で補助を行います。

事業内容、詳細については、下記表となり、いずれの事業についても、事業実施・購入前に申請いただく
必要があります。申請様式については産業課または、紀美野町ホームページに掲載しています。
■問い合わせ・申し込み　産業課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０１

【各種目自衛官の募集について】
募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は採用予定月１日から起算
して３月に達する日の翌月の末日現在33歳に達していない者）

年間を通じて
（６月26日（金）まで） ６月27日（土）

一般曹候補生 18歳以上33歳未満の者
（32歳の者は採用予定月の末日現在33歳に達していない者） ～５月15日（金） ５月23日（土）

技術海上・航空幹部 大卒以上の者で、応募資格に定められた学部・専攻学科等
を卒業後２年以上の業務経験のある者 ～５月22日（金） ６月22日（月）

技術海・空曹 20歳以上の者で国家免許資格取得者等 ～５月22日（金） ６月19日（金）
■問い合わせ　防衛省自衛隊和歌山地方協力本部　有田募集案内所　℡ ０７３７ ‐ ８２ ‐ ６６３１ 

森林整備促進事業補助金の申請を受け付けています

『防衛省・自衛隊からのお知らせ』

事業名 対象経費及び工種 対象者・事業者 定額単価又は補助率 補助条件

間伐事業 間伐に要する
経費

不良・不要木の
除去

・森林組合
・森林の所有者か

ら整備を受託し
た林業事業体・
森林所有者

188,000円／ ha

・過去５年間間伐、除伐
が行われていないこと

・施工後５年間は、皆伐
しないこと。

・町内人工林で 0.1ha
以上の間伐面積がある
こと

作業道等
改修事業

路面整理工に
要する経費 機械敷きならし

・森林組合
・森林の所有者か

ら整備を受託し
た林業事業体

500円／ m

・実施年度を含む２年以
内に間伐の計画がある
作業道等であること。

路側施設工に
要する経費 丸太組工 4,200円／ m

排水施設工に
要する経費 丸太横断溝 1,000円／ m

その他町長が特に必要と認める工種
の施工に要する経費 3分の1以内

木材利用
促進事業

木製品の購入に
要する経費

紀州材
・紀美野町内の事

業者
・紀美野町在住者

2分の1以内
（下限補助額 25,000円
 上限補助額 300,000円）

・紀州材証明書の提出

紀美野町産材
3分の2以内

（下限補助額 25,000円
 上限補助額 300,000円）

・紀美野町産材であるこ
との証明書

　（様式有）
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春
の
町
民
一
斉
清
掃
の
中
止
の

お
し
ら
せ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の

感
染
症
に
関
す
る
ご
み
の
出
し
方

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報

伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

「
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
地
域
の
み
ん

な
で
力
を
あ
わ
せ
、
自
分
た
ち
の
町
を
自
分

た
ち
の
手
で
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
年
２
回
（
５
月
と
10
月

の
第
３
日
曜
日
）
実
施
し
て
い
る
町
民
一
斉

清
掃
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
受
け
、
５
月
に
予
定
し
て
い
た
町

民
一
斉
清
掃
を
中
止
し
ま
す
。

な
お
、
役
場
本
庁
で
の
ご
み
、
草
、
泥
な

ど
の
回
収
も
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
の
町
民
一
斉
清
掃
は
、10
月
18
日
（
日
）

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
感
染
お
よ

び
感
染
の
疑
い
が
あ
る
方
が
い
る
場
合
、
次

の
よ
う
に
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鼻
を
か
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
使
用
し
た
マ

ス
ク
等
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に
入
れ
、
口
を

し
っ
か
り
結
ぶ
な
ど
密
閉
し
た
う
え
で
指
定

ご
み
袋
に
入
れ
て
燃
や
す
ご
み
の
日
に
お
出

し
く
だ
さ
い
。

ご
み
処
理
は
町
民
の
皆
様
の
生
活
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
す
。
収

集
作
業
員
の
感
染
リ
ス
ク
を
減
ら
し
、
ご
み

地
震
な
ど
の
災
害
や
武
力
攻
撃
の
発
生
時

に
備
え
、
全
国
で
防
災
行
政
無
線
を
使
用
し

た
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
も
放
送
に
あ
わ
せ
、
自
ら

の
身
は
自
ら
で
守
る
と
い
う
「
自
助
」
の
考

え
方
に
基
づ
い
て
「
い
の
ち
」
を
守
る
行
動

に
つ
い
て
、考
え
る
機
会
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
訓
練
は
、
放
送
の
み
で
す
。
訓
練

会
場
や
、
避
難
所
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

■
訓
練
日　

５
月
20
日
（
水
）
11
時
頃

　
　
　
　
　
「
テ
ス
ト
放
送
」
を
行
い
ま
す
。

収
集
を
安
全
に
継
続
し
て
行
え
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
の
処

分
を
急
が
な
い
家
庭
ご
み
の
紀
の
海
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
持
ち
込
み
は
、
可
能
な
限

り
控
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

住
民
課　

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
３

訓
練


